
　

下
松
工
業
会
に
は
「
何
も
期

待
す
る
も
の
や
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
松
工
業
会
を
正
し

く
理
解
し
て
頂
き
た
く
、
要
点

の
幾
つ
か
に
つ
い
て
定
款
を
基

に
説
明
し
ま
す
。

目
的　

こ
の
法
人
は
、
下
松
工
業

高
等
学
校
に
お
け
る
生
徒
の

資
質
向
上
及
び
教
育
の
振
興

に
向
け
た
支
援
並
び
に
会
員

相
互
の
交
流
及
び
啓
発
を
図

り
、
工
業
高
校
教
育
の
充
実

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

事
業　

生
徒
へ
の
支
援
並
び
に
教

育
及
び
工
業
技
術
の
振
興
に

関
す
る
事
業
。

二
．
会
員
の
交
流
と
啓
発
に
関

す
る
事
業
。

三
．
以　

―

降―

【
解
説
】

　

当
法
人
は
同
窓
生
の
共
益
が

目
的
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
公

益
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。
つ

ま
り
、
母
校
を
支
援
す
る
こ
と

で
工
業
高
校
教
育
の
充
実
発
展

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
育
英
奨
学
金
事
業

　

毎
年
三
名
、三
年
間
支
給
。

②
文
化
体
育
部
へ
の
支
援

　

全
国
大
会
等
へ
の
出
場
や

母
校
引
き
受
け
文
化
体
育
大

会
へ
の
支
援
。

③
学
校
課
題
研
究
等
へ
の
支
援

④
学
校
長
か
ら
特
に
要
請
あ
っ

た
も
の
。

　

一
方
で
、
そ
う
し
た
事
業
を

行
う
た
め
に
は
会
員
の
結
束
が

必
要
で
す
の
で
、
総
会
、
講
演

会
、
支
部
活
動
、
機
関
誌
の
発

行
、
親
睦
行
事
（
会
費
制
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

法
人
の
構
成
員

　

山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学

校
（
旧
制
含
む
）
を
卒
業
し
た

者
（
教
職
員
も
含
む
）
の
内
で
、

こ
の
法
人
の
事
業
に
賛
同
し
て

入
会
し
た
者
と
す
る
。

【
解
説
】

　

卒
業
生
イ
コ
ー
ル
下
松
工
業

会
会
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

会
事
業
に
賛
同
し
て
頂
き
年
間

会
費
（
千
円
）
を
支
払
っ
て
頂

け
た
方
が
会
員
で
す
。
で
す
か

ら
行
事
も
原
則
と
し
て
会
員
の

み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

但
し
、
あ
く
ま
で
同
窓
会
で

す
の
で
、
機
関
誌
は
年
二
回
発

行
し
、
そ
の
内
一
部
は
全
同
窓

生
に
向
け
て
発
行
し
ま
す
。
又
、

行
事
を
き
っ
か
け
に
入
会
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　　

以
上
、
要
点
の
み
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
消
息
の
分
か
る
会
員

は
約
一
万
名
。
そ
の
内
、
本
会

に
入
会
さ
れ
て
い
る
方
は
千
七

百
名
で
す
。
大
変
厳
し
い
運
営

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

か
本
会
の
事
業
目
的
に
賛
同
頂

き
、
一
人
で
も
多
く
入
会
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

下
松
工
業
会
に
対
し
不
明
な

点
や
質
問
の
あ
る
方
は
事
務
局

ま
で
、
書
面
又
は
ネ
ッ
ト
で
お

申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
三
年
度

母
校
支
援
事
業

　

育
英
奨
学
金　

三
十
六
万
円

　
文
化
体
育
活
動
支
援　

二
十
万
円

平
成
二
十
四
年
度（
十
一
月
現
在
）

　

育
英
奨
学
金　

五
十
四
万
円

　
文
化
体
育
活
動
支
援　
　

九
万
円

　

今
回
は
、
現
在
活
動
し
て
い

る
地
域
支
部
及
び
企
業
Ｏ
Ｂ
支

部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

東
京
支
部
（
関
東
地
区
）

支
部
長　

岡
野　

傳
司　

Ｃ
40

事
務
局　

藤
井　

和
良　

Ｍ
45

　

十
一
月
下
旬
に
懇
親
会
。

東
海
支
部
（
東
海
地
区
）　

支
部
長　

石
原　

佳
雄　

Ｍ
17

副
支
部
長　

棚
田　
　

貴　

Ｍ
31

事
務
局　

山
田　

顕
士　

Ｅ
54

　

七
〜
九
月
頃
、
名
古
屋
市
山

王
温
泉
「
喜
多
の
湯
」
に
て
湯

に
入
り
、
懇
親
会
。

広
島
支
部

支
部
長　

江
村　

克
己　

Ｍ
34

副
支
部
長　

西
方　

栄
治　

Ｅ
43

事
務
局　

江
村　

克
己

　

十
〜
十
一
月
に
、
時
に
は
音

楽
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
の
懇
親

会
。

岩
国
支
部 

支
部
長　

沖
村　
　

勝　

Ｍ
39

副
支
部
長　

中
谷　

俊
豊　

Ｍ
42

　

十
一
月
末
〜
十
二
月
初
旬
に

懇
親
会
。
銘
酒「
獺
祭
」に
酔
う
。

二
次
会
も
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。

周
防
大
島
支
部

支
部
長　

川
端　
　

修　

Ｍ
27

事
務
局　

山
本　

敏
博　

Ｍ
33

　
　
　
　

村
岡　

教
治　

Ｃ
38

　

十
二
月
上
旬
。
昨
年
は
土
井

坂
の
「
お
侍
茶
屋
」
に
て
懇
親

会
。

柳
井
支
部

支
部
長　

藤
沢　

宏
司　

Ｅ
56

事
務
局　

有
永　

房
夫　

Ｍ
42

　
　
　
　

原
田　

浩
治　

Ｅ
57

　

二
月
。
地
域
問
わ
ず
近
隣
か

ら
も
参
加
。
発
足
時
か
ら
豪
華

賞
品
の
当
た
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
。
優
勝
は
自
転
車
。

熊
毛
支
部

支
部
長　

林　
　

通
生　

Ｍ
32

事
務
局　

阿
川　
　

勇　

Ｃ
31

　

七
月
上
旬
、
勝
間
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
て
懇
親
会
。

光
支
部

支
部
長　

林　
　

洋
司　

Ｍ
30

事
務
局　

山
本　

和
男　

Ｍ
36

　

七
月
初
旬
、
ホ
テ
ル
「
松
原

屋
」。
音
楽
演
奏
を
始
め
と
し

趣
向
を
凝
ら
し
た
余
興
は
好

評
。

周
南
支
部

支
部
長　

山
本　

哲
夫　

Ｃ
44

副
支
部
長　

和
田　

和
年　

Ｅ
39

　
　
　
　

柳　
　

知
明　

Ｅ
44

事
務
局　

松
村　

昌
幸　

Ｅ
56

　

六
月
初
旬
、
ホ
テ
ル
「
ザ
・

グ
ラ
マ
シ
ー
」。
趣
向
を
凝
ら

し
た
余
興
が
楽
し
み
。
時
に
は

お
土
産
の
つ
く
こ
と
も
。
近
隣

支
部
か
ら
の
参
加
大
歓
迎
。

下
松
支
部

支
部
長　

植
中
新
太
郎　

Ｃ
39

副
支
部
長　

藤
田　

文
明　

Ｃ
39

事
務
局　

槌
尾　

博
之　

Ｍ
35

　

下
松
工
業
会
館
に
て
。
四
月

花
見
、
六
月
総
会
（
懇
親
会
）、

九
月
月
見
の
会
。

日
石
Ｏ
Ｂ
支
部

支
部
長　

山
本　

周
史　

Ｃ
33

事
務
局　

濵
谷　

和
昌　

Ｃ
36

　

六
月
下
旬
、
下
松
工
業
会
館

に
て
懇
親
会
。

　

ほ
ぼ
一
年
に
一
回
の
懇
親
会

で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
又
は
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
下
松
工
業
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

麻
雀
大
会
（
Ｈ
24
・
２
・
５
）

優
勝　

徳
原　

則
光
（
Ｃ
44
）

二
位　

中
原　

克
己
（
Ｅ
49
）

三
位　

植
中
新
太
郎
（
Ｃ
39
）

四
位　

古
本　

節
夫
（
Ｅ
39
）

五
位　

石
田　

和
久
（
Ｃ
44
）

Ｂ
Ｂ　

中
村　

明
夫
（
Ｍ
54
）

　
　
　
　
　

参
加
者
二
十
八
名

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
Ｈ
24
・
３
・
６
）

優
勝　

兼
平　

幸
二
（
Ｓ
Ｈ
７
）

二
位　

浅
谷　

吉
人
（
Ｅ
49
）

三
位　

仁
科　

昭
行
（
Ｃ
39
）

四
位　

関
谷　

昌
人
（
Ｍ
37
）

五
位　

蔵
田　

幸
男
（
Ｍ
44
）

六
位　

藤
田　

文
明
（
Ｃ
39
）

七
位　

岡
本　

一
宏
（
Ｃ
Ｈ
３
）

八
位　

石
田　

和
久
（
Ｃ
44
）

九
位　

和
田　

和
年
（
Ｅ
39
）

十
位　

栗
田　

一
郎
（
Ｃ
40
）

　
　
　
　
　

参
加
者
四
十
四
名

拡
大
役
員
会
（
Ｈ
・24
・
５
・
９
）

　

幹
事
（
近
隣
支
部
長
他
）
に

よ
る
総
会
資
料
確
認
、
情
報
交

換
、
懇
親
会

参
加
者
三
十
四
名

定
時
総
会
（
Ｈ
・
24
・
６
・
19
）

　

於
、
下
松
「
き
ら
ぼ
し
館
」

母
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
定

時
総
会

講
演　
「
ふ
ぐ
と
日
本
史
」

　
　
　
　
　

青
木
義
雄
（
Ｍ
57
）

懇
親
会　

参
加
者
百
三
十
七
名

ゴ
ル
フ
大
会
（
Ｈ
24
・
10
・
10
）

優
勝　

池
内　
　

昇
（
Ｍ
48
）

二
位　

山
本　

和
男
（
Ｍ
36
）

三
位　

松
本　
　

敦
（
Ｃ
40
）

四
位　

小
松
祐
一
郎
（
Ｍ
36
）

五
位　

内
山　

能
成
（
Ｅ
48
）

六
位　

神
崎　
　

聡
（
Ｃ
39
）

七
位　

兼
平　

敦
登
（
Ｍ
24
）

八
位　

有
田　
　

優
（
Ｍ
27
）

九
位　

嶋
本　

幸
雄
（
Ｍ
33
）

十
位　

弘
中　
　

隆
（
Ｅ
45
）

ベ
ス
グ
ロ 

宝
島 

勝
興
（
Ｅ
38
）

　
　
　
　
　

参
加
者
七
十
九
名

地
域
企
業
支
部
代
表
者
懇
談
会

（
旧
、
拡
大
役
員
会
）

（
Ｈ
・
24
・
12
・
４
）

意
見
交
換
、
及
び
忘
年
会

参
加
者
三
十
六
名

　

十
一
月
十
七
日（
土
）母
校

の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
雨
の
た
め
、
行
事
は

全
て
屋
内
で
行
わ
れ
た
。こ

こ
数
年
毎
回
参
加
し
て
お

り
、こ
れ
ま
で
に
、芸
術
文
化

作
品
の
展
示
、化
学
実
験
、手

品
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
な
ど
を

行
っ
た
。今
回
は
写
真
、
俳

句
、川
柳
、短
歌
の
展
示
並
び

に
紙
芝
居
を
上
演
し
た
。出

品
者
は
次
の
通
り
。

写
真
　

井
上
賢
治
（
Ｃ
33
）

　

黒
田
義
則
（
Ｍ
34
）

俳
句
　

石
津
嶺
祐
（
Ｍ
28
）

　

清
木　

崇
（
Ｃ
34
）

　

松
村
昭
憲
（
Ｃ
37
）

　

河
村
正
浩
（
Ｃ
39
）

川
柳
　

小
西　

守
（
Ｃ
20
）

　

利
長
貞
男
（
Ｃ
35
）

　

礒
部
征
夫
（
Ｃ
36
）

　

秋
貞
敏
子
（
Ｃ
40
）

　

栗
田
一
郎
（
Ｃ
40
）

　

小
林
孝
二
（
Ｃ
40
）

短
歌
　

浜
田
道
子
（
Ｃ
35
）

紙
芝
居

　

奈
良
山
孝
司
（
Ｍ
Ｈ
３
）

　

平
成
二
十
四
年
六
月
に
発
足

し
、
現
在
の
会
員
は
十
二
名
で

す
。
昨
年
は
六
月
と
十
一
月
に

会
合
を
持
ち
ま
し
た
。
当
面
は

年
二
回
程
度
の
会
合
を
持
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
合
と
い
っ

て
も
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な

く
、
世
代
を
超
え
て
食
事
を
し

な
が
ら
お
喋
り
を
す
る
会
で

す
。
是
非
共
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
工
業
会
事
務

局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
追
っ

て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

会
員

　

田
中　

静
子　

Ｃ
33

　

永
瀬　

幸
子　

Ｃ
33

　

日
野　

保
恵　

Ｃ
33

　

高
村　

幸
江　

Ｃ
34

　

藤
田　

圭
子　

Ｃ
34

　

金
近　

弘
子　

Ｃ
39

　

福
永
知
佐
子　

Ｃ
42

　

久
保
田
眞
裕
美　

 

Ｅ
47

　

中
本　

知
子　

Ｅ
47

　

柴
田
美
代
子　

Ｅ
47

　

藤
本　

弘
子　

Ｅ
47

　

星
野　

里
美　

Ｅ
47

女
子
会
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
へ
の
ご
案
内

代
表
　
藤
本
弘
子

一
般
社
団
法
人 

下
松
工
業
会
と
は

3 創刊号 2創刊号下 松 工 業 会 報 平成 25年１月発行 下 松 工 業 会 報平成 25年１月発行

支
部
紹
介

ク
ラ
ス
会
情
報

母
校
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
援
し
よ
う

下
松
工
業
会

行
事
及
び
成
績

有
意
義
な
一
時

　

平
成
二
十
四
年
八
月
十
一
日Ｅ49

　　

八
月
十
一
日
、
四
年
ぶ
り
の

ク
ラ
ス
会
を
「
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
同
窓

会
ｉ
ｎ
五
十
代
」
と
銘
打
っ
て

無
事
に
開
催
し
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
卒
業
生
全
員
の
参
加
と

は
行
か
ず
七
十
九
名
の
卒
業
生

に
対
し
二
十
四
名
（
兼
田
、
古

谷
先
生
含
む
）
の
参
加
で
し
た

が
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
悪
で
通
っ
て
た

人
が
非
常
に
真
面
目
で
ス
テ
キ

な
初
老
と
な
っ
て
い
た
り
、
学

校
の
先
生
に
な
っ
て
い
た
り
、

は
た
ま
た
自
営
業
で
頑
張
っ
て

い
る
な
ど
、
話
題
に
は
事
欠
か

ず
、
皆
さ
ん
用
意
し
た
食
事
に

は
殆
ど
手
を
付
け
ず
、
飲
ん
で

話
し
て
と
非
常
に
充
実
し
た
同

窓
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
の
兼
田
先
生

は
、
現
在
、
地
域
活
動
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
）
で
ご
活
躍
の
由
、
又
、

古
谷
先
生
は
故
郷
の
大
島
で
就

農
に
精
を
出
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
約
四
十
年
ぶ
り
の
恩
師

と
の
再
会
に
、
み
ん
な
在
校
当

時
を
懐
か
し
み
、
有
意
義
な
一

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

こ
の
度
は
残
念
な
が
ら
全
員

の
参
加
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
四
年
後
に
は
今
回
以
上

の
参
加
を
得
て
開
催
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
四
年
後
は
還
暦

を
迎
え
、
様
々
な
形
で
第
二
の

人
生
を
歩
ん
で
い
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
元
気
で
逢
え
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

幹
事　

浅
谷
吉
人
、
内
山
和
美

　
　
　

神
田
峰
一
、
竹
安
美
男

　
　
　

中
道
克
己
、
長
島
祥
司

　
Ｍ
二
十
七
会
新
年
会

　
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日

弘
実　

法
造

　　

Ｍ
二
十
七
会
は
近
郷
在
住
者

二
十
一
名
で
す
。
し
か
し
、
節

目
に
は
、
還
暦
祝
同
窓
会
（
四

十
四
名
）、
古
希
祝
同
窓
会
（
三

十
三
名
）
を
開
催
し
、
何
れ
も

母
校
を
全
員
で
訪
問
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
は
傘
寿
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
新
年
会
で
実
行

委
員
会
を
結
成
し
、
全
国
の
同

窓
生
に
呼
び
か
け
、
人
生
最
後

の
傘
寿
同
窓
会
を
十
月
に
開
催

し
ま
す
。

　
人
生
八
十
年
の
総
決
算

　

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
日

Ｍ
27　

清
水　

英
雄

　　

昭
和
二
十
七
年
機
械
科
卒
業

生
九
十
六
名
は
末
武
平
野
の
緑

の
校
舎
を
卒
業
し
て
、
六
十
年

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
今
年

は
傘
寿
を
迎
え
ま
す
の
で
、
人

生
八
十
年
の
総
決
算
と
し
て
の

記
念
同
窓
会
を
周
南
地
区
在
住

の
幹
事
十
六
名
で
運
営
し
、
笠

戸
島
ハ
イ
ツ
で
実
施
ま
し
た
。

　

物
故
者
三
十
七
名
に
黙
祷

し
、
母
校
創
立
九
十
周
年
記
念

同
窓
会
祝
賀
会
の
Ｃ
Ｄ
を
楽
し

み
な
が
ら
、
懇
親
会
に
入
り
、

最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
万
歳

三
唱
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　 

そ
の
他
の
ク
ラ
ス
会

 

開
催
状
況

　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
〜

　
　
　
　
　
二
十
四
年
十
二
月

　　
平
成
二
十
二
年

　
Ｃ
35　
四
月
五
日

　
　
　
　

三
十
八
名

　
　
　
　

下
松
、
国
民
宿
舎

　
　
　
　
「
大
城
」

　

幹
事　

梅
本
、
朝
顔
、
国
沢

　
　
　
　

福
久
、
三
好
、
岡

　
Ｃ
39　
五
月
十
四
日

　
　
　
　

二
十
八
名

　
　
　
　

下
松
、
割
烹
「
小
桜
」

　

幹
事　

植
中
、
原
田
、
藤
田

　
Ｍ
34　
五
月
十
五
日

　
　
　
　

十
六
名

　
　
　
　

下
松
工
業
会
館

　

幹
事　

廣
永
、
八
木
、
黒
田

　
Ｃ
34　
六
月
二
十
二
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
日

　
　
　
　

二
十
三
名

　
　
　
　

箱
根
強
羅
温
泉

　

幹
事　

高
濱
照
彦
、

　
　
　
　

大
西
徹
典

　
Ｍ
35　
十
一
月
二
十
六
日

　
　
　
　

二
十
四
名

　
　
　
　

下
松
工
業
会
館

　

幹
事　

村
田
雄
司
、

　
　
　
　

橋
本
暢
公

平
成
二
十
三
年

　
Ｍ
48　
四
月
二
十
三
日

　
　
　
　

五
名

　
　
　
　

下
松
工
業
会
館

　

幹
事　

徳
原
英
昭

　
Ｍ
34　
五
月
二
十
一
日

　
　
　
　

十
一
名

　
　
　
　

下
松
工
業
会
館

　

幹
事　

廣
永
龍
男

　
Ｃ
26　
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　

二
十
名

　
　
　
　

下
松
、
き
ら
ぼ
し
館

　

幹
事　

松
村
祥
一
郎

　
Ｅ
55　
十
二
月
二
十
九
日

　
　
　
　

二
十
五
名

　
　
　
　

徳
山
、
ホ
テ
ル
サ
ン

　
　
　
　

ル
ー
ト

　

幹
事　

松
村
昌
幸

平
成
二
十
四
年

　

既
報

　

下
松
工
業
会
で
は
、
ク
ラ
ス

会
開
催
に
関
し
、
次
の
よ
う
な

お
手
伝
い
を
致
し
ま
す
。

・
会
場
斡
旋

・
ク
ラ
ス
会
名
簿
、
住
所
氏
名

　

タ
ッ
ク
シ
ー
ル
の
提
供
。

・
案
内
状
の
作
成
、
発
送

　

ご
気
楽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
彩
沢
寮
Ｏ
Ｂ
会

　
　
　
　
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

　

彩
沢
寮
の
Ｏ
Ｂ
会
を
し
た
い

と
い
う
声
を
良
く
聞
き
ま
す
が

実
現
が
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

工
業
会
事
務
局
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。
各
卒
年
、
或
い
は
三

年
の
ス
パ
ン
で
開
催
し
ま
せ
ん

か
。
幹
事
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

母
校
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
の
一

環
と
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
活
動
の

Ｏ
Ｂ
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
下
松
工
業
会
と
し
て

も
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
ご

賛
同
頂
け
る
方
は
、
是
非
ご
一

報
下
さ
い
。

　

こ
こ
に
、
現
在
結
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
Ｏ
Ｂ

会
及
び
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

創
立　

平
成
十
一
年
四
月
一
日

創
立
趣
旨

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
全
国

的
な
強
豪
チ
ー
ム
と
し
て
名

門
校
と
な
っ
た
現
況
に
お
い

て
、
組
織
的
に
応
援
し
、
支

援
す
る
。

活
動
状
況

・
全
国
大
会
出
場
へ
の
支
援

・
平
成
二
十
一
年
八
月
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
創
設
六
十
周
年
記

念
会
の
開
催
。

役
員

顧　

問　

星
井　
　

直

　
　
　
　

吉
兼　

敦
生

　
　
　
　

山
根　

安
彦

会　

長　

梅
本　

貞
則　

Ｃ
35

副
会
長　

林　
　

一
成　

Ｍ
27

　
　
　
　

山
上　

雅
弘　

Ｃ
48

　
　
　
　

青
木　

義
雄　

Ｍ
57

幹
事
長　

佐
久
田
辰
次　

Ｍ
28

副
幹
事
長　

仁
科　

昭
行　

Ｃ
39

幹　

事　

毎
田　

俊
英　

Ｃ
32

　
　
　
　

砂
田　

賢
次　

Ｅ
43

　
　
　
　

丸
山　

昌
史　

Ｍ
51

　
　
　
　

中
村　

逸
富　

Ｃ
54

　
　
　
　

山
本　

達
則　

Ｅ
55

　
　
　
　

森
川　

佳
男　

Ｅ
59

　
　
　
　

中
光　

眞
史　

Ｅ
60

　
　
　
　

湊　
　

勝
利　

Ｍ
63

　
　
　
　

南　
　
　

徹　

MH
１

　
　
　
　

清
水　

邦
安　

MH
３

　
　
　
　

北
風　

正
幸　

MH
３

　
　
　
　

山
根　

忠
則　

MH
６

　
　
　
　

岩
本　

佑
樹　

MH 

16

会　

計　

守
田　

政
生　

Ｍ
50

同
補
佐　

岡　
　

貴
之　

Ｅ
63

監　

査　

両
国　

夏
子　

CH 

14

　
　
　
　

赤
瀬
真
奈
美　

CH 

14

総　

務　

森
野　

茂
弘　

Ｃ
54

同
補
佐　

藤
井　

寧
夫　

EH
２

  

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

創
立　
平
成
十
二
年
五
月
十
九
日

創
立
趣
旨

・
Ｏ
Ｂ
会
員
の
緊
密
な
連
携

・
甲
子
園
出
場
時
の
応
援
体
制

　

の
整
備
強
化

・
甲
子
園
出
場
時
の
募
金
活
動

・
後
援
会
組
織
と
の
連
携

活
動
状
況

・
母
校
野
球
部
へ
の
物
心
両
面

　

の
支
援

・
会
員
相
互
の
親
睦

・
会
員
の
動
向
と
名
簿
の
整
備

・
定
期
役
員
総
会
の
開
催

・
大
会
の
都
度
Ｏ
Ｂ
へ
の
応
援

　

の
呼
び
か
け

・
後
援
会
行
事
へ
の
参
加
・
協
力

・
全
会
員
へ
、
Ｏ
Ｂ
会
及
び
母

　

校
野
球
部
の
活
動
報
告

会
員
数

　

下
松
市
内　
　

百
三
十
八
名

　

山
口
県
内　

二
百
八
十
六
名

　

山
口
県
外　
　
　

四
十
一
名

　

住
所
不
明　
　

百
八
十
七
名

役
員

名
誉
顧
問　

深
町　

和
彦　

Ｃ
16

　
　
　
　

市
川　

五
郎　

Ｃ
20

顧　

問　

河
野　

知
敏　

Ｍ
24

　
　
　
　

平
谷　

友
治　

Ｍ
26

　
　
　
　

岡
崎　

治
人　

Ｃ
26

　
　
　
　

守
野　

敏
彦　

Ｃ
33

会　

長　

山
根　

利
明　

Ｃ
33

副
会
長　

渡
辺　
　

勲　

Ｍ
33

　
　
　
　

松
本　
　

勇　

Ｃ
34

理
事
長　

岩
村　
　

修　

Ｍ
44

副
理
事
長　

宮
崎　
　

隆　

Ｍ
42

会　

計　

原
田　

輝
海　

Ｃ
56

監　

事　

東　
　

寿
司　

Ｃ
42

　
　
　
　

内
藤　
　

宏　

Ｃ
53

理　

事　

上
本　

光
義　

Ｃ
35

　
　
　
　

琴
野　

繁
昭　

Ｍ
37

　
　
　
　

坪
本　

洋
之　

Ｃ
37

　
　
　
　

宝
島　

勝
興　

Ｍ
38

　
　
　
　

井
本　

正
巳　

Ｃ
38

　
　
　
　

末
長　

一
志　

Ｃ
39

　
　
　
　

赤
道　
　

稔　

Ｃ
41

　
　
　
　

伊
東　

育
正　

Ｃ
43

　
　
　
　

山
部　

義
弘　

Ｃ
44

　
　
　
　

笹
尾　

英
雄　

Ｍ
45

　
　
　
　

石
丸　

鉄
郎　

Ｍ
46

　
　
　
　

永
岡　

好
史　

Ｍ
46

　
　
　
　

清
水　

良
雄　

Ｃ
48

　
　
　
　

吉
水　
　

徹　

Ｃ
51

　
　
　
　

戸
倉　

勝
美　

Ｃ
53

　
　
　
　

村
上　

正
則　

Ｍ
55

　
　
　
　

藤
島　

京
一　

Ｅ
56

　
　
　
　

為
国　
　

修　

Ｅ
58

　
　
　
　

林　

伸
一
郎　

CH
４

母
校
文
化
祭
へ
の
参
加

平成24年度  母校部活動戦績

中国高等学校選手権大会山口県予選会
中国高等学校選手権大会
全国高校総体山口県予選会
国民体育大会（山口選抜に4名出場）
山口県体育大会兼新人大会

4/14～4/16

6/2～6/4

11/3～11/5

準優勝
準優勝
準優勝
準優勝
第4位

●ハンドボール

県高校総体（団体の部）
県高校総体（個人の部、ペア）
第55回中国高等学校選手権大会出場

6/2
6/3
7/21～7/23

ベスト8
ベスト8

●ソフトテニス

中国高等学校弓道選手権大会
中国高等学校弓道新人大会
中国大会予選
県総体
中国新人予選
選抜予選

6/22～6/24
11/15～11/18
4/21
6/2,6/3
9/22
11/3,11/4

団体8位
団体4位
団体優勝
団体2位
団体3位
団体2位

●弓道

第61回全日本吹奏楽コンクール山口県大会
高等学校小編成部門

8/3 金賞
●吹奏楽

県大会 個人2,3位
●柔道

全校高等学校総合体育大会
中国高等学校登山大会
山口県高等学校総合体育大会
中国高等学校登山大会山口県予選会

山口県体育大会　登山競技

8/7～8/11
10/26～10/28
6/2～6/4
9/14～9/18

11/11

団体男子3位
団体男子9位
団体男子優勝
団体男子2位
男子縦走の部
（個人）1位,2位

●登山

全国高校総体出場
中国高等学校剣道選手権大会
中国大会予選

山口県高校総合体育大会

山口県体育大会

8/6～8/9
6/15～6/17
4/21,4/22

6/2,6/3

11/10,11/11

個人優勝
団体3位
団体1位
個人1位
団体1位
個人3位

●剣道

本部三役との初会合

岩国支部

E49

E55 C26 M27 大島支部


